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研 究 ノー ト
管楽器指導法の考察
一 マ ウ ス ピ ー ス の 構 造 か ら 考 察 す る ア ン ブ シ ュ ア 『サ ク ソ フ ォ ー
ン 』 一
日 下 部 任 良
1.目 的
ア ン ブ シ ュア(仏:embouchure)は 管 楽 器 奏 者 が演 奏 を行 う際 の 口 の フ ォー ム の こ とを
言 い 、 サ ク ソ フ ォ ー ン に限 らず 管 楽 器 の音 色 や 響 き、 音 量 、 音 程 感 な どの ニ ュ ア ンス に大
き く影 響 を与 え る要 素 の ひ とつ で あ る。 ア ン ブ シ ュ ア に は唇 、 舌 、 歯 、 口 蓋 、 顎 、 頬 、 咽
喉 な ど多 くの 要 素 が あ り、 ま た人 そ れ ぞ れ骨 格 、 歯 並 び 、 筋 肉 の 付 き方 な どが 大 き く異 な
るた め 「正 しい ア ンブ シ ュ ア」 を 一概 に指 導 す る こ と は困 難 で あ る。 対 比 的 に楽 器(マ ウ
ス ピー ス)は 基 本 的 に状 態 が 安 定 して お り視 覚 的 か つ物 理 的 な捉 え方 が しや す い た め 、 本
論 文 で はマ ウス ピ ー ス の 一 般 的 な構 造 の観 点 か ら、 演 奏 にお け るア ンブ シ ュ ア の音 に対 す
る影 響 を分 析 す る こ とで 管 楽 器 指 導 法 の質 の 向 上 に貢 献 す る こ と を 目的 とす る。
2.サ ク ソ フ ォー ン の発 音 原 理
サ ク ソフ ォー ン に お け る振 動 体 は リー ドと呼 ばれ る部 品 で あ る。 リー ドに は葦 を加 工 し
た もの と樹 脂 製 の もの が あ り(図1)、 どち ら も草 笛 と同 様 に先 端 に息 圧 を受 け る こ とで
振 動 す る。 リー ド単 体 で も先 端 部 に鋭 く息 を充 て る こ と に よ って 音 を 出 す こ とは 出来 る が
(草 笛 と同様 の 原 理)振 動 が 不 安 定 な た め楽 音 とは程 遠 い 音 に な る。(図2)
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図1リ ー ド(左:樹 脂 製 右:葦 製) 図2リ ー ド音 の ス ペ ク トル 分 析 画 像
3.マ ウ ス ピー ス の 構 造 と役 割
不 規 則 な リー ドの振 動 を整 え る役 割 を持 つ の が マ ウス ピ ー ス で あ る。 リー ドは振 動 す る
際 にマ ウ ス ピー ス 上 を挑 って 反 復 運 動 をす る(図3)。 そ の際 マ ウ ス ピー ス に接 触 す る箇
所 は 大 き く分 けて3か 所 あ り、 そ れ ら は テ ー ブル 、 サ イ ドレ ー ル 、 テ ィ ッ プ レ ー ル と呼 ば
れ る(図4)。 テ ー ブ ル は リー ドが 安 定 して 設 置 され や す い よ うに平 らに整 え られ 、 サ イ
ドレー ル は先 端 に 向 か う につ れ て均 等 に細 くな り、 横 か ら見 る と弧 を描 くよ うに湾 曲 して
い る(図5)。 リガ チ ャー に よ って テ ー ブ ル に固 定 され た リー ドは、 発 音 の 際(奏 者 が 息
を 吹 き込 ん だ 際)こ の2本 の レー ル に沿 って 規 則 的 な反 復 運 動 をす る こ と で安 定 した振 動 、
音 を手 に入 れ る こ とが で き る(図6)。




図4マ ウ ス ピ ー ス の 名 称
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図5マ ウ ス ピ ー ス(横 か ら) 図6ス ペ ク トル 画 像(マ ウ ス ピ ー ス 装 着)
1044Hzの 音 波 が 一 番 大 き く 、 そ れ よ り高 い
音 波 が 少 な く な っ て い る こ と が わ か る 。
4.実 験
ア ン ブ シ ュ ア(本 論 文 で は下 唇)の 位 置 が リー ドの 振 動 に与 え る影 響 を調 べ るた め 、 実
以 下 手 順 で実 験 を行 っ た 。
① リー ドに先 端 か ら15mm・12mm・9mm・6mm・3mmの 位 置 に印 を つ け(図7)印 に合 わ せ
て下 唇 に見 立 て た ゴ ム板 を リー ドに当 て マ ス キ ング テ ー プで 圧 迫 固 定 しマ ウス ピー ス に装
着 す る(図8、 図9)
② ネ ッ ク と楽 器 本 体 を装 着 しマ ウス ピ ー ス を覆 う よ う に ビ ニ ー ル チ ュ ー ブ を取 り付 け息 の
吹 き込 み 口 を用 意 す る(図10)
③ 日下 部 本 人 が 息 を吹 き込 み 発 振 した 音 を、1秒 単 位 で採 取 しフ ー リエ 分 析 を 行 う
④ ゴ ム板 の位 置 を変 え、 ③ を行 う
実 験 に使 用 す る道 具 は個 性 の強 い も の を避 け、 マ ウス ピ ー ス はYAMAHAの ア ル トサ ク
ソ フ ォ ー ン用4C、 リガ チ ャー はYAMAHA純 正 の もの 、 そ して リー ドは 気 温 や 湿 度 に左
右 され に くい こ とや 衛 生 管 理 の観 点 か ら レジ ェー ル 社 製 樹 脂 製 リー ド(シ グネ チ ャ ー シ リ
ー ズ2・1/4)を 使 用 した 。 サ ク ソ フ ォ ー ン本 体 は セ ル マ ー社 製 ス ー パ ー ア ク シ ョ ン80シ
リー ズ2を 使 用 し、 キ イ操 作 の な い 開 放Cシ ャ ー プ(実 音E4)を サ ンプ ル と して発 振 し
た。 録 音 機 はZoom社 製Hlnを 使 用 し音 源 か ら50cmの 距 離 に設 置 した。 フー リエ分 析 ソ
フ トはWavePadを 使 用 した 。
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図7リ ー ド に 印 を 入 れ る 図9マ ス キ ン グ テ ー プ で ゴ ム 板 を 固 定
図8ゴ ム板 を下唇 の代 理品 と して使 用 図10息 吹 込 み 用 の チ ュ ー ブ を つ な ぐ
5.実 験 結 果
録 音 した サ ン プル の分 析 に よ り、15mm～12mmで は第1倍 音(E4)付 近 の 音 だ け で な く
第2倍 音(E5)、 第3倍 音(B5)、 第4倍 音(D#6)な どの波 形 も強 くな って い る こ とが
わ か り(図11、 図12)、 音 は大 き く、 音 色 は 開 い た よ うな 印 象 を受 け る。9mmで は第3
倍 音(B5)以 上 の 波 形 は少 し弱 ま り(図13)、 音 量 も15～12mmと 比 べ る と小 さ く、 ま た
音 色 は ま とま りの あ る印 象 を受 け る よ うに な る。6mmや3mmに な る と第2倍 音 以 上 の 波 形
が極 端 に弱 ま る こ とが わ か り(図14、 図15)、 音 量 は小 さ く、 音 色 は こ も っ た よ うな 印
象 を 受 け る。 また 、 ゴ ム板 の 位 置 が リー ドの 先 端 に近 づ くに つ れ 吹 き心 地 の 抵 抗 感 が 強 く
な った が 、 これ はお そ ら くアパ チ ュア(マ ウス ピ ー ス と リー ドの 隙 間 、 息 の 入 り口)が ゴ


























































リー ドに対 す る ア ン ブ シ ュ ア(下 唇)の 位 置 が 音 量 と音 色 に大 き く作 用 し、 下 唇 の 位 置
が リー ドの先 端 に近 づ くほ ど(ア ン ブ シ ュ ア の 唾 え る位 置 が 浅 くな る ほ ど)音 量 は小 さ く
高 次 倍 音 が少 な くな り、 リー ドの先 端 か ら遠 の くほ ど(ア ンブ シ ュ ア の 唾 え る位 置 が 深 く
な る ほ ど)音 量 は増 す と と も に高 次 倍 音 が増 え る こ とが 分 か った 。 これ は リー ドの振 動 す
る面 積 や アパ チ ュ ア の広 さが 下 唇 の 位 置 に よ って 変 化 す る こ とが 要 因 と考 え られ る。 ま た
アパ チ ュ ア の広 さ に よ って 吹 き心 地 の 抵 抗 が 変 化 す るた め 、 ブ レス コ ン トロー ル 技 術 も ア
ン ブ シ ュ ア コ ン トロ ー ル と同 様 に柔 軟 性 が必 要 で あ る こ とが わ か る。 この こ とか ら推 察 で
き る こ とは、固 定 した ア ンブ シ ュ ア や ブ レ ス コ ン トロ ー ル で 一 つ の演 奏(パ フ ォ ー マ ンス)
を行 うこ とは 、 音 楽 に不 可 欠 な音 色 や 音 量 の 豊 か な変 化 を求 め る限 り不 可 能 で あ り、 過 去
に 出版 され て い る教 則 本 の 中 に は「音 量 の 変 化 は 空 気 の ス ピー ドの変 化 だ け に 関係 す べ き」
1と の記 述 も あ る が
、 そ れ は必 ず し も当 て は ま らな い 。
9.結 論
実 際 の演 奏 にお い て 柔 軟 に音 色 や 音 量 の コ ン トロー ル を行 うた め に は唇 の 筋 肉(口 輪 筋)
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及 び そ れ を支 え る下 中切 り歯 の位 置 が 顎 関節 の 動 き に よ っ て柔 軟 に操 作 され る必 要 が あ り、
ピア ノ か ら フ ォル テ ま で 幅 広 い表 現 を 自 由 に行 き来 す るた め に は 「中庸 な 音 色 ・音 量 が 出
せ る下 唇 及 び 下 中切 歯 の位 置 」 と 「無 理 な く動 か せ る顎 関 節 可 動 域 の 中庸 の 位 置 」 を ア ン
ブ シ ュ ア の標 準 位 置 に設 け る よ う に留 意 す る こ とが望 ま しい と言 え る。 実 際 の演 奏 にお い
て は 下 唇 の位 置 だ け で な く、 舌 の形 状 や 咽 頭 の 状 態 な ど、 さ ま ざ ま な要 素 が 音 色 に影 響 を
与 えて い るが 、 今 回 の実 験 の よ う に一 つ の要 素 だ け を取 り出 し分 析 す る こ とで ア ン ブ シ ュ
ア の役 割 の一 面 を明 確 にで き た こ と は一 つ の 成 果 で あ る と考 え る。 しか し これ らの 実験 結
果 は あ くま で一 つ の定 点 マ イ ク に よ る録 音 結 果 で あ る。 『 「音 楽 を録 音 す る」 とい うこ と
は、 単 に物 理 的 に音 を記 録 す る こ とで は な く、 音 楽 家 が 演 奏 した 音 が 、 音 楽 と して リス ナ
ー に伝 わ り、 「そ の心 が 動 く」 こ とを 目指 さ な け れ ば な らな い と考 え て い る。』2と 書 か れ
た長 江 和 哉 氏 の研 究 に も あ る よ う に、 音 の デ ー タ が音 楽 に必 ず し も直 結 して い る とは 言 う
こ と はで きず 、 ま た音 に対 す る感 性 も結 局 の と ころ は 主 観 に よ る も の で あ るた め一 番 重 要
な こ と は学 習 者 が 自分 自身 の奏 で る音 や 音 楽 に深 く耳 を傾 け、 音 楽 を実 現 させ るた め に奏
法 を観 察 す る こ とで あ る と留 意 して お き た い 。
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